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令和３年度 第１回射水市子ども・子育て会議 

第１回射水市子ども施策推進委員会 議事要旨 

 

１ 開催日時  令和４年２月１日(火)  午後６時５０分～午後８時００分 

 

２ 開催場所  射水市役所本庁舎 ３階 会議室 302、303 

 

３ 出 席 者 

(1) 子ども・子育て会議委員 

石津委員（会長）、小川委員（副会長）、六渡委員、宮田委員、杉山委員、 

朝倉委員、野口委員、斎藤委員、網委員、立浪委員、森田委員、二川委員、 

山崎委員 

 (2) 当局 

   福祉保健部長、福祉保健部次長、子育て支援課長、保健センター所長、 

生涯学習・スポーツ課長、子育て支援課職員４名、生涯学習・スポーツ課職員１名 

   保健センター職員１名 

    

４ 欠 席 者  明橋委員、上田委員、佐野委員、武部委員 

        

 

 

 

会 議 次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

（１） 射水市特定教育・保育施設の在り方を検討するための地域部会の設置について 

 

（２） 令和４年度 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業利用定員について 

 

（３） 射水市子ども・子育て支援事業計画関連について 

  ア 令和２年度射水市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

  イ 放課後児童健全育成事業について 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 
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≪議事要旨≫ 

（１）射水市特定教育・保育施設のあり方を検討するための地域部会の設置について 

 

（事務局）八幡幼稚園が「市立保育園・幼稚園の民営化方針」の「施設の統廃合を含めた民営化

を検討する要件」に該当するため、「特定教育・保育施設のあり方を検討するための地

域部会設置要領」に基づき、八幡幼稚園の今後のあり方について検討するため、地域

部会を設置したい。  

 

（各委員）承認 

 

（２）令和４年度 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用定員について 

 

（委 員）児童数の推移は、今後減っていく見込みなのか。 

（事務局）子ども・子育て支援事業計画によれば児童人口は減っていく見込である。ただし、保 

育園へ入園する年齢層が若くなっているため、園児数は横ばいもしくは緩やかな減少 

傾向になっている。 

 

（委 員）射水市独自で保育士不足に対する支援はあるのか。 

（事務局）射水市としては保育士を目指す学生に対する奨学制度を実施しているが、効果が表れ 

るには時間がかかるため、実効性のある制度は見いだせていない。 

 

（委 員）射水市内の待機児童数について、数値で分かるのであれば、どうなっているか教えて 

欲しい。 

（事務局）令和４年度の射水市の待機児童数は０人である。 

 

（３）射水市子ども・子育て支援事業計画関連について 

 

（委 員）放課後児童クラブの支援員の数が足りているかどうか。 

（事務局）放課後児童クラブの支援員の数は、各学級において不足しているのが現状であると考 

えている。各学級の支援員のネットワークや市広報を通して、支援員の確保に努めて 

いる。今後は、支援員の処遇改善などを通して、支援員の確保という課題に対応して 

いきたい。 

 

（委 員）「１ 子どもの権利保護の推進」の中の「学校が楽しい、どちらかというと楽しい子 

どもの割合」と「自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合」で、H３０の 

基準値と比較して、R２の現状値の数値が下がっている。コロナの影響で数値が下 

がったのか。 

（事務局）委員から指摘があった項目については、コロナの影響で数値が下がったと思われる。 

今後、新型コロナウィルス感染症の状況を踏まえて、学校と連携しながら、子どもの 

メンタルケアについて取り組んでいかなければならないと考えている。 

 



3 

 

（委 員）先日、テレビを見ていたら母子手帳の低体重児の記載についての報道があった。射水 

市の現状は分からないが、低体重児用に母子手帳を作成しているのか、あるいは母子 

手帳の内容の見直しがあれば、お母さんが楽しく子育てに挑戦しようとするのではな 

いか。 

（事務局）射水市では低体重児用の母子手帳を作成していない。１，０００ｇ未満で生まれた子 

どもに関しては記載できない状況にあるが、子どもの成長を見ながら修正月齢という 

形で対応している。低体重児用の母子手帳は今後検討していきたいと考えている。 

 

（委 員）私の子どもを保育園に預けていたときに、就労証明を会社からもらって、園に提出し 

た。就労時間に応じて保育園に預けることができる時間帯が決まっていたと思う。保 

育園を預けることができる時間帯の基準となる就労時間を見直していくことで、勤務 

時間の長い保育士の疲弊の抑制に繋がるのではないかと思う。 

（事務局）射水市では、保育必要量認定が標準時間と短時間の２種類ある。保育必要量認定は、 

１か月単位の認定となるので、曜日や時間単位の柔軟な対応ができない。国で統一し 

た制度なので、もし標準時間と短時間の判定基準となる就労時間を変更するとなると 

射水市独自で制度で作る必要がある。射水市独自で制度を作る場合は、国の制度との 

整合性を確認しながら進める必要がある。 


